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Raisers 編集企画委員名簿

「ド　　 ーン！」という鈍い音がして、「あっ」と思わ
ず頭を抱えてしまった。
　先日、購入して未だ半年余りの車を、スーパーの
駐車場のポールにぶつけてヘコませてしまったので
ある。
　まさか其処に障害物があるとはつゆ思わず、その
ままバックし衝突してしまった。自分勝手な思い込
みで、責任を誰にも転嫁できないのでやるせない。
　「また、やってしまったのである。」昨年新車を買
うキッカケとなったのも、似たような状況で後進し
た際にぶつけたからショックは大きかった。新車を
ハイな気分で乗り回していたのが、好事魔多しで
いっぺんに吹っ飛んでしまった。
　その日の夕飯時は自己嫌悪のために気が塞いで、
食べ物も喉に通らなかったが、家内から「車のヘコ
みだけで済んで良かったではないの。子供とかお年
寄りとか人を傷つけていたら大変なことになってい
た」と諭され少しは救われた気持ちになった。
　確かにモノは考えようで、不運な事態にぶつかっ
た時は、より不運な事態に会わなくて良かった　と
思う事で何とか慰められるものである。
　４万円の修理代は痛い出費だったが、また教訓を
学んだ週末の１日だった。� （A.N）

　　��月待つ　花橘の香をかげば　昔の人の袖の香
ぞする』(古今和歌集、よみ人しらず)

　香りにより過去の記憶を呼び覚ますことを「プ
ルースト効果」というそうだ。本にもそれぞれ匂い
があり、古い『Raisers』を開けばその当時のこと
を思い出すかもしれない。冒頭の歌の優れている点
は、「昔の人の」という過去と、「五月」という新緑
を迎える未来の季節を合わせたところにある。
　『Raisers』は700号を迎えた。これまでの思い出
を抱きながら、みどりの濃くなる季節に向かうべ
く、ますますのご厚誼・ご鞭撻をお願いする次第で
ある。� （H.O）

　　路や橋梁等のインフラが、経年劣化により危険
な状態にある事を報じるテレビのドキュメンタリー
番組をよく見かけるようになった。国や自治体は、
新しい道路や橋梁を作るだけでなく、老朽化したイ
ンフラの補修にも注力すべきであるとの見解が述べ
られていた。
　物にはすべて寿命があるという誰でも容易に理解
できそうな理が、ないがしろにされてきたことへの
憤りを感じるが、とにかく早急に補修していただき
たいと思う。今号の特集で、管路補修再生技術が紹
介されているが、これは今後大きな需要を生み出す
技術ではなかろうか。低コストでインフラの補修整
備ができれば、その補修すべき数の多さから、発注
者も施工者もともにハッピーになれる素晴らしい技
術に育ってもらいたい。� （Y.H）
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